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研究成果の概要（和文）：2010 年度は(1)ヨーロッパ言語共通参照枞についての意識調査、(2)

言語教育履修生のための日本ポートフォリオ(J-POSTL)の教育現場への文脈化の試みと(3)現

職教員調査を実施した。2011 年度は、(1)J-POSTL 第 1 期径年調査、(2)初任者研修における調

査と(3)現職英語教員のためのポートフォリオ(J-POTL)作成に向けて調査を行った。2012 年度

は、(1)現職英語教員の授業力に関する意識調査と(2)J-POSTL 第 2 期径年調査を行った。 

 

研究成果の概要（英文）：In 2010, first we conducted a survey among English educators on 

how much knowledge they have on CEFR’s framework. Second, we have provided a 

detailed breakdown of each descriptor in the checklist of J-POSTL.  Finally, we also 

conducted a survey among English educators on how to create a benchmark for reflection. 

In 2011, we conducted the first annual J-POSTL survey. We also conducted a preminary 

survey on ‘Can-do’ descriptors of didactic competences. In 2012, we conducted a nation-wide 

survey on ‘Can-do’ descriptors of didactic competences. Another project was the second 

annual J-POSTL survey.  
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１． 研究開始当初の背景 

本研究会は、2009 年度に英語教師の成 

長につながる言語教育履修生のための日

本ポートフォリオ(J-POSTL)を開発した。 

２．研究の目的 

  J-POSTLの教育現場への文脈化と普及、 

 さらに、現職英語教員のためのポートフォ 

リオ(J-POTL)の開発をすること。 

３．研究の方法 

  全国の英語教職課程履修者、現職英語教

員、大学の英語科教育法担当者、教育委員

会等のアンケート調査や諸外国や国内の

先進事例を調査・研究した。 

４．研究成果 

  2010 年度、2011 年度、2012 年度 3月に、

それぞれ報告書を公表した。 
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